










































研究（松井 2000，2005，2006，松井他 2004，中里・松井他 1992，1993，1997，1999，2003，
2007島田・中里・松井 1994，1995）。そして，問題を抑止する要因としては，道徳性（松井
2003），価値観（松井 1999，2008，堀内，中里，松井 2004），愛他性（松井他 1991，1995，
1997，1998）親子関係（松井 2000，2001，2002），そして，恥意識を取り上げている（堀内
2004，2005，2008， 松井 1991，1997，1998，1999，2000，2001，2002，2003，2004，松井他














調査対象者は，東京都内，近郊大学生 230名（女子 204名 ,男子 26名）。
79
大学生における不適応傾向の分析









































自分に自信が持てない .843    
正直言って自分のことがあまり好きでない .834    
孤独感を感じることがよくある .736 －.317   
自分の居場所がないと感じることがある .702    
自分は価値のない人間だと思うことがある .695    
自分の将来が不安だ .641    
自分のこれからの人生は明るいと思う　逆転 .535 .305   
自分は他の人と同じくらいのことはできると思う　逆転 .397    
何かでつまづくとすぐにいやになってやる気がなくなる .368    
自分は基礎的な学力に欠けると思う .363    
目標に向かって努力する方だ  .752   
自分の将来に夢がある　逆転  .634   
学ぶことは楽しいと思う　逆転  .632   
やったというような達成感を感じることが多い　逆転  .536   
自分らしさが一番大事だと思う　逆転  .485   
まじめにこつこつと努力することは大の苦手だ  .481   
将来何をしたいのかよくわからない .314 .479   
何かをしようという意欲が足りない  .470   
自分にはいわゆる上昇志向は全くない  .464   
一回や二回失敗してもいくらでもやりなおせる　逆転  .388   
勉強しても人生の役に立つとは思えない  .355   
人と接するより自分の趣味や関心に没頭していたい   .804  
人と接するのは気が重い   .655  
人づきあいが苦手だ   .636  
人と接することがひどくつらいと思うことがある   .629  
時々自分も引きこもりになるのかもしれないと思う   .525  
部屋にこもっていたい   .477  
オタクっぽいと言われる   .474  
仕事も生活も地元で   .431  
好みの生活スタイル優先フリーターの方が    .704
仕事つく必要ない    .665
正社員いや    .582
卒業後ぶらぶら  .310  .552
仕事大切でない　逆転    .460
無理せずマイペースで    .410
努力報われない　逆転    .344
固有値 8.727 2.186 1.992 1.158
分散の % 24.241 6.073 5.532 3.216
因子間相関第 2因子 .492    
因子間相関第 3因子 .610 .437   


















































































否定的自己観 .533 .580 －.020 .580 .457 .205 .492
否定的将来像 .253 .147 .515 .147 .728 .692 .312
引きこもり傾向 .415 .392 .920 .392 －.126 .265 .328
フリーター志向 .339 .251 .009 .251 .328 .196 .399






















































































.304 （定数） －2.388 落ちこぼれ戻
りにくい社会
.446 （定数） －1.763
（定数） －3.990 　 　 ホンネは甘え .367 　
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